
全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会

平成 20年度全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会

総会においてご承認を頂き、新会長に就任致しました。本

年の総会では 50年の歴史である全国肢体不自由養護学校

ＰＴＡ連合会から新たに「全国肢体不自由特別支援学校Ｐ

ＴＡ連合会」と改めました。同時に、児童・生徒一人（年

間）350円の会費を来年度 4月から 400円と（平成 21年

度素案算出資料参照）ご承認頂きました。12年間、予算

の改定がありませんでしたので、時代の流れとご理解頂け

たと思っています。

私はこの度の総会、岡山大会に主催者として参加し、全

国の肢体不自由特別支援学校のＰＴＡの代表である職務に

責任の大きさと重さを感じました。これからも子どもたち

の学校生活がより充実したものになるよう皆様のご理解、

ご協力のもと会長を務めて参る所存です。どうぞ宜しくお

願い申し上げます。

さて、同日にＰＴＡ・校長会合同研究大会「岡山大会」

が 8月 20・21日の両日、岡山コンベンションにて開催さ

れました。大会研究主題は「子どもたち一人一人のニーズ

に応じた特別支援教育・肢体不自由教育の取り組みおよび

共生社会づくりのため、ＰＴＡ活動はどうあるべきか」の

もと分科会を行いました。

20日の基調講演では「これからの肢体不自由教育とＰ

ＴＡ活動の役割」をテーマに、文部科学省特別支援教育課

の下山直人様から、一人一人に応じた「生きる力」をはぐ

くむことの大切さをお話頂きました。

分科会は「子どもたちをとりまくネットワーク」のもと

「学校」「地域」「福祉」「労働」「医療」「機器」の 6つに別

れ行われました。指導・助言者には各分野の先生方にお願

い致しました。厚生労働省社会・援護局障害保健福祉部障

害福祉課の障害福祉専門官　茅根孝雄様には第 3分科会

「福祉」をご担当頂き、同省の職業安定局高齢・障害者雇

用対策課の障害者雇用専門官吉澤純様（本年新たに赴任）

には、第 4分科会「労働」をお願いしました。

21日には「鼎談」を設けまして、全国特別支援学校肢

体不自由教育校長会会長（東京都立あきる野学園校長）の

池田敬史校長先生、肢体不自由教育、発達教育に携わって

おられる筑波大学准教授川間健之介様、自立支援法の見直

し検討会の委員であり、医師でもある姫路市総合福祉通園

センター長宮田広善様のお三方に、「子どもたちの生涯に

わたる特別支援教育の実現を目指して」をテーマにお話を

頂きました。大会参加の教職員、保護者の皆様には最終日

まで関心を持ってご参加頂けた事と思います。

最後になりましたが、この全国大会を開催するにあたり、

中国・四国ブロックをはじめ、大会運営にあたられた主管

校の岡山県立岡山養護学校ならびに岡山大会実行委員の保

護者、教職員の皆様のご尽力に心より感謝申し上げます。

有難うございました。
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平成 20年 8月 20日（水）岡山コンベンションホールにて、平
成 20年度全肢Ｐ連総会が行われました。提案された議題は総
て承認されましたので、以下の通り報告いたします。

（全肢Ｐ連事務局長　佐竹京子）

司会　本部事務局長　　佐　竹　京　子
1．会 長 挨 拶

全肢Ｐ連会長（東京都立光明特別支援学校ＰＴＡ会長）
江　 本　　 緑

2．新規加入ＰＴＡ紹介等

岡山県立西備養護学校
佐賀県立うれしの特別支援学校

熊本県立芦北養護学校

3．議 長 選 出

中国・四国地区　高知県立高知若草養護学校Ｐ会長
柴　岡　正　二

九州地区　鹿児島県立鹿児島養護学校Ｐ会長
上　山　哲　郎

4．議　　　事

【総会議案の承認に関する件】
盧 平成 19年度事業報告

全肢Ｐ連会長　　江　 本　　 緑
盪 平成 19年度会計決算報告

本部会計　　工　藤　明　子
蘯 平成 19年度会計監査報告

監事（東京都立小平特別支援学校長）
中　原　理　晴

盻 退任挨拶
全肢Ｐ連会長　　江　 本　　 緑

平成 20年度新役員提案
眈 平成 20年度新役員代表

全肢Ｐ連新会長（東京都立墨東特別支援学校ＰＴＡ会長）
濱　川　浩　子

眇 平成 20年度事業計画（案）
全肢Ｐ連新会長　　濱　川　浩　子

眄 平成 20年度（案）・21年度会計予算（素案）
本部会計　　工　藤　明　子

眩 規約改正（案）について
全国特別支援学校肢体不自由教育校長会長

（東京都立あきる野学園　校長）
池　田　敬　史

眤 表彰者の確認と顧問の推薦
全肢Ｐ連新会長　　濱　川　浩　子

5．議 長 解 任

6．感謝状贈呈と顧問の承認

1．第 1回役員会

平成 19年 8月 19日（日） 11：00～13：30
於：ウェスティン都ホテル京都

蘆主な審議事項

盧 平成 18年度事業報告
盪 平成 18年度会計決算報告
蘯 平成 18年度会計監査報告
盻 平成 19年度役員
眈 平成 19年度事業計画
眇 平成 19年度会計予算

2．第 2回役員会

平成 20年 1月 24日（木） 11：00～15：00
於：世田谷区立総合福祉センター

東京都立光明養護学校研修室
蘆主な審議事項

盧 「京都大会」の報告
盪 平成 19年度事業中間報告・会計中間報告
蘯 全肢Ｐ連「岡山大会」の実施計画等について
盻 平成 20年度事業計画案・会計予算案の承認
眈 全肢Ｐ連規約・細則の改定について

3．総会及び研究大会『全肢Ｐ連結成 50周年記念（京都大会）』

平成 19年 8月 19日（日）～21日（火）
於：ウエスィテン都ホテル京都

主　題 「21世紀に生きるこどもたちの、生きがいと自立を
支える特別支援教育・肢体不自由教育および社会づ
くりの推進のため、ＰＴＡ活動はどうあればよいか」

盧 会員研修 「新しい支援の風を」～障害者施策のこれか
らを考える～
厚生労働省社会・援護局障害福祉部企画課長

藤　木　則　夫　氏
盪 全肢Ｐ連結成 50周年記念式典
お言葉　　高円宮妃殿下
祝　辞　　文部科学大臣

厚生労働大臣
全国特別支援教育推進連盟理事長

蘯 基調講演 「これからの特別支援学校の在り方について」
文部科学省初等中等教育局特別支援教育課長

永　山　裕　二　氏
盻 記念講演
「日本人の笑い」～狂言～
大蔵狂言師　茂山　千三郎氏ならびに茂山社中

平成 19年度 事　業　報　告
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眈 分科会 「子どもたちをとりまくネットワーク」
第 1分科会 「学校」
第 2分科会 「地域」
第 3分科会 「福祉」
第 4分科会 「労働」
第 5分科会 「医療」
第 6分科会 「機器」
眇 記念シンポジウム
「肢体不自由教育のこれまでとこれから」
～特別支援学校におけるＰＴＡの役割を考える～

【コーディネーター】
筑波大学附属久里浜特別支援学校　校長

西　川　公　司 氏
【シンポジスト】
全国肢体不自由養護学校ＰＴＡ連合会会長

江　 本　　 緑
全国肢体不自由養護学校ＰＴＡ連合会近畿地区前会長

澤　田　公　美
全国肢体不自由養護学校ＰＴＡ連合会顧問

佐　竹　京　子
長崎県教育庁　特別支援教育室長 古　川　勝　也 氏
文部科学省初等中等教育局特別支援教育課

特別支援教育調査官　　下　山　直　人 氏
眄 全体講評

文部科学省初等中等教育局特別支援教育課
特別支援教育調査官　　下　山　直　人 氏

厚生労働省社会援護局障害福祉部障害福祉課
障害福祉専門官　　茅　根　孝　雄 氏

厚生労働省職業安定局高齢・障害者雇用対策障害者雇用
対策課 障害者雇用専門官　　市　川　浩　樹 氏
全国特別支援教育推進連盟

理事長　　三　 浦　　 和 氏

4．会報の発行

盧 第 80号　会　報　平成 19年 7 月 15日 20,000部発行
盪 第 81号　会　報　平成 19年 10月 15日 20,000部発行
蘯 第 82号　会　報　平成 19年 12月 15日 10,000部発行

＜全国大会　結成 50周年（京都大会）特集号＞

5．全国心身障害児福祉財団事業

【国庫補助事業】

《保護者研修会》

蘆全肢Ｐ連本部 20年 1月 24日（木） 45名
「新しい学習指導要領と特別支援学校について」

蘆九州ブロック　大分県立別府養 8月 1日（水） 65名
①「食育について」
②「リラックスできる泳ぎ方」

蘆東京都　東京都立八王子東養 11月 27日（火） 116名
「コミュニケーション」
～障害が重い子のコミュニケーション能力、内的言語世
界の積み上げ方～

《ボランティア研修会》

蘆近畿ブロック　神戸市立垂水養 7月 7日（土） 130名

①「重度重複障害児の介助及び車いすの扱い方」
②「夏祭り」

蘆中国・四国ブロック　徳島県立板野養
7月 26日（木） 72名

①「ボランティアさんとエンジョイライフ」
②「スポーツレクリェーションをたのしもう」

《在宅重度障害児集団療育事業》

蘆中部ブロック　豊田市立豊田養
10月 6日（土）～7日（日） 35名

①正しい姿勢の取り方と補装具の使い方
②重度障害児の療育で気をつけること
③口腔ケアについて

蘆近畿ブロック　大阪府立堺養
8月 7日（火）～8日（水） 27名

①座位・膝立ちでの動作訓練
②立位的訓練の実際

蘆中国・四国ブロック　鳥取県立皆生養
7月 26日（木）～27日（金） 67名

①セラピーボールを使ってリラックスしよう
②障害のある子どもの口腔ケア

【社会福祉法人全国心身障害児福祉財団主催事業】

《競輪場を利用した地域指導者養成研修会》

群馬県前橋市、香川県観音寺、富山県富山市、三重県四日
市、和歌山県和歌山市

6．関係団体事業および行事等への参加

盧 関係各省庁への陳情および会議などへの参加要請
蘆文部科学省　特別支援教育課へ　

5月 28日（月）、9月 7日（金）、20年 1月 10日（木）
蘆厚生労働省　障害福祉課および雇用対策課へ　

5月 28日（月）、9月 7日（金）
蘆高円宮家へ　記念大会御成の御礼ならびに記帳　

9月 6日（木）
盪 内閣府「障害者週間の集い」
蘆「アジア太平洋障害者の十年（2003～2012）」中間年記念
「障害者の集い」出席
12月 6日（木） 於：有楽町ホール（マリオン 11Ｆ）

蘆同日「内閣総理大臣表彰」を授賞
蘯 全国特別支援教育推進連盟理事会および行事への参加
蘆理事会　5月 18日（金）、7月 13日（金）、10月 12日（金）、
20年 2月 8月（金）

盻 社会福祉法人全国心身障害児福祉財団会議等への参加
蘆父母連絡会議　4月 10日（火） 於：財団 4階会議室
蘆評議員会　　　5月 22日（火） 於：財団 4階会議室
眈 社会福祉法人日本肢体不自由児協会
「第 26回日本肢体不自由児・者の美術展」常陸宮殿下のご
臨席のもと開催、表彰式および作品鑑賞　12月 6日（木）
於：東京芸術劇場
全国肢体不自由養護学校ＰＴＡ連合会賞の授与　（敬称略）
（絵画の部）
鹿児島県立鹿児島養護学校（小 5）久　冨　芳　樹
東京都立村山養護学校　　（中 1）竹　内　莉　恵
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＜支　　出＞

項　　　目 19年度予算 19年度決算 摘　　　　　　　　　　　　　要
会　　　　議　　　　費 400,000 308,650 大会 20万、役員会 5万×2、その他会議
研　　　　修　　　　費 850,000 958,888 大会 60万、事務局大会参加費、関係団体研修等
会　　　　報　　　　費 2,000,000 2,083,932 80号、81号、82号（大会報告集の補助分含む）会報代
関 係 団 体 分 担 金 139,000 139,000 推進連盟 91,000円　美術展 40,000円　日肢教研 8,000円
渉　　　　外　　　　費 70,000 71,970 他団体祝い金、周年行事出席、香典・他
地　 区　 助　 成 費 420,000 420,000 70,000円×6ブロック
交　　　　通　　　　費 350,000 282,900 会長、事務局員大会参加費、一般交通費、会長他大会参加費
通　　　　信　　　　費 650,000 615,756 電話、郵券、会報郵送費、振込み料、宅急便代、他
事　務　局　運　営　費 2,550,000 2,470,112 事務所使用料、事務局員給料、＜かたつむり＞派遣支払い
国 庫 補 助 事 業 費 1,240,000 1,240,000 別紙内訳
社会福祉医療機構助成費 0 0 平成 19年度はなし
事　 務　 用　 品　 費 180,000 176,645 封筒、消耗品、一般文書印刷・他
備　　　　品　　　　費 50,000 30,482 パソコン関連（修理・メンテナンス費含む）備品、他
雑　　　　　　　　　費 30,000 34,730 貸し金庫使用料・他
予　　　　備　　　　費 71,547 30,000
特　　 別　　 会　　 計 0 0 なし
次　年　度　繰　越　金 204,839
合　　　　　計　 9,000,547 9,067,904

決　算　報　告
上記の通り平成 19年度の収支決算を報告いたします。
平成 20年 3月 31日 全国肢体不自由養護学校ＰＴＡ連合会

会　　　長　　江　　 本　　　 緑　w
会計・庶務　　工　 藤　 明　 子　w

会計監査報告
平成 20年 4月 17日　監査を実施した結果、適正に処理されていることを認めます。
平成 20年 4月 17日 全国肢体不自由養護学校ＰＴＡ連合会

監　事　　中　 原　 理　 晴　w
監　事　　濱　 川　 浩　 子　w

平成 19年度　会計決算報告＜収　　入＞ （単位：円）

項　　　目 19年度予算 19年度決算 摘　　　　　　　　　　　　　要
前　年　度　繰　越　金 367,447 367,447
会　　　　　　　　　費 6,134,100 6,134,100 199校分担金（350円×17,526人児童生徒数）
日本自転車振興会補助金 859,000 859,000 日本自転車振興会補助金（会報第 82号大会号 1,146,000円の内の補助分）
国 庫 補 助 事 業 費 1,240,000 1,240,000 別紙内訳
社会福祉医療機構助成費 0 0 平成 19年度はなし
寄　　　　付　　　　金 0 0
雑　　　　収　　　　入 400,000 467,357 保険手数料、オムツ手数料、利子等
合　　　　　　　計　 9,000,547 9,067,904

国庫補助事業費内訳

国
庫
補
助
事
業

項　　　　目

保 護 者 研 修 会

ボランティア研修会

在 宅 重 度 障 害 児
集 団 療 育 事 業

合　　　　計

19年度決算
30,000
30,000
30,000
50,000
50,000

350,000
350,000
350,000

1,240,000

適　　　　　　　　　用
本部事務局
九州ブロック
東京
近畿ブロック
中国・四国ブロック
中部ブロック
近畿ブロック
中国・四国ブロック

19年度予算
30,000
30,000
30,000
50,000
50,000

350,000
350,000
350,000

1,240,000
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蘆運営委員会　9月 28日（金） 蘆審査会　10月 17日（水）
眇 日本肢体不自由教育研究運営委員会および大会への参加
蘆総会および運営委員会　5月 26日（土）、運営会議　6月
23日（土）、7月 14日（土）、9月 15日（土）、20年 1月
19日（土）、2月 16日（土）
蘆研究大会　8月 9日（木）～10日（金）

於：タワーホール船堀（東京都江戸川区）
蘆第 1回日本肢体不自由教育研究大会へ参加　

12月 15日（土）
於：筑波大学東京キャンパス

眄 各地区主催の肢体不自由養護学校ＰＴＡ・校長会合同研
究協議会等への参加
蘆都肢Ｐ連総会へ　5月 15日（火）
蘆関肢Ｐ連理事会へ　5月 16日（水）、20年 1月 16日（金）
蘆第 43回関東・甲越地区肢体不自由養護学校ＰＴＡ連合
会総会及びＰＴＡ・校長会合同協議会（栃木大会）へ出
席　7月 29日（日）～30日（月）

眩 50周年記念京都大会関係の会議等
蘆シンポジウム打ち合わせ　6月 30日（土）

於：財団 4階会議室
蘆京都大会および 50年史編集作業の打ち合わせ
7月 27日（金）、8月 7日（火）
於：呉竹総合支援会議室

蘆京都大会と岡山大会の引き継ぎ　11月 9日（金）
於：京都市立呉竹総合支援学校会議室

7．関係友好団体への後援

蘆第 31回日本肢体不自由教育研究大会
蘆（平成 19年度）「肢体不自由児・者の美術展」日本肢体不
自由児協会
蘆平成 19年度（第 40回）東北・北海道地区肢体不自由養護
学校長・ＰＴＡ会長合同研究協議会　―北海道道大会―
蘆第 40回全国肢体不自由児・者父母の会連合会全国大会佐
賀大会
第 23回九州ブロック肢体不自由児者父母の会連合会全国
大会佐賀大会　に伴う
蘆「ミプロキッズフェア 2007」（東京池袋・神戸）
蘆第 45回中部地区肢体不自由教育研究会（静岡大会）
蘆第 30回てんかん基礎講座　協賛
蘆第 34回（社）日本てんかん協会全国大会 in あいち　協賛
蘆平成 19年度　第 43回関東・甲越地区肢体不自由養護学校
ＰＴＡ会長総会及びＰＴＡ・校長会合同研究協議会栃木大
会

8．その他

蘆葬儀　9月 25日（火） 顧問　石川　昌次様（9月 22日ご
逝去）
蘆都立あきる野学園公開講座へ参加　20年 1月 18日（土）
蘆日本肢体不自由教育研究会理事長村田茂氏の叙勲ならびに
高木賞の受賞を祝う会へ出席　20 年 2 月 17 日（日）
於：フロラシアン青山
蘆内閣総理大臣表彰を祝う会を開催　20 年 3 月 2 日（日）
於：小田急サザンタワー

9．全肢Ｐ連安心保障制度の加入状況

平成 19年度加入件数 913件
事務手数料 407,656円

10．紙オムツ団体扱い購入手数料

リブドゥコーポレーション 48,411円
大王製紙（セイノー商事） 7,600円

計　56,011円

11．表彰者の確認

平成 18年度　第 49回全肢Ｐ連「岐阜大会」実行委員会
（岐阜県立関養護学校　前ＰＴＡ会長）

奥　田　和　子 様
（株）損害保険ジャパン　

代表取締役　　佐　藤　正　敏 様

1．総会及び研究大会

平成 20年 8月 19日（火）～21日（木）
於：岡山コンベンションセンター

主　題 「子どもたちの一人一人のニーズに応じた特別支援
教育・肢体不自由教育の取り組みおよび共生社会づ
くりの為、ＰＴＡ活動はどうあるべきか」

盧 基調講演
盪 分科会 「子どもたちをとりまくネットワーク」

第 1分科会　 「学校」
第 2分科会　 「地域」
第 3分科会　 「福祉」
第 4分科会　 「労働」
第 5分科会　 「医療」
第 6分科会　 「機器」

蘯 会員研修 「鼎談」
盻 全体講評

2．役員会

盧 平成 20年 8月 19日（火）
盪 平成 21年 1月予定

3．会報の発行

盧 第 83号　会報　　平成 20年 7 月 15日 20,000部発行
盪 第 84号　会報　　平成 20年 10月 15日 1,000部発行
蘯 第 85号　会報　　平成 20年 12月 15日 10,000部発行

＜全国大会（岡山大会）特集号＞

4．全国心身障害児福祉財団事業

【国庫補助事業】

《保護者研修会》

本部
近畿ブロック
東京都

《ボランティア研修会》

平成 20年度 事　業　計　画



関東・甲越ブロック
中部ブロック

《親子ふれあいキヤンプ療育事業》

北海道・東北ブロック
関東・甲越ブロック
九州ブロック

【社会福祉法人全国心身障害児福祉財団主催事業】

《競輪場を利用した地域指導者養成研修会》

5．関係団体事業および行事への参加

6．関係友好団体への後援

7．表彰者の確認と顧問の推薦

全国肢体不自由養護学校ＰＴＡ連合会　前会長
江　 本　　 緑 様

（東京都立光明特別支援学校ＰＴＡ会長）
＊全肢Ｐ連前会長　江本緑様は顧問として承認されまし
た。

平成 19年度　全肢Ｐ連結成 50周年記念「京都大会」実行
委員会
主管校　京都府立向日が丘養護学校前ＰＴＡ会長

小　 林　　 整 様
平成 19年度　全肢Ｐ連結成 50周年記念「京都大会」実行
委員会
共同主管校　京都市立呉竹総合支援学校ＰＴＡ会長

黒　川　愛　子 様
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全国心身障害児福祉財団事業実施地区割り当て

年　　　度

国
　
庫
　
補
　
助
　
事
　
業

保 護 者
研 修 会

ボランティア
研 修 会

親子ふれあい

キャンプ

療育事業

2回

3回

3回

本　　　部

近　　　畿

東　　　京

関東・甲越

中　　　部

北海道・東北

関東・甲越

九　　　州

平成 20年度

本　　　部

関東・甲越

東　　　京

北海道・東北

九　　　州

中　　　部

近　　　畿

中国・四国

平成 21年度

本　　　部

中　　　部

東　　　京

近　　　畿

中国・四国

北海道・東北

関東・甲越

九　　　州

平成 22年度

＊当該年度の事業のブロック別分担は、定められた順番（上図参照）
で進められており、ブロック毎に担当の学校を 4月中旬頃に決定
し、各ブロック事務局より本部事務局へ連絡をお願いしています。
（財団へ提出する書類が 5月中です）。
＊平成 19年度までの重度在宅療育事業は平成 20年度は「親子ふれ
あいキャンプ療育事業」へ事業名・内容が変わりました。
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平成 20年度　会　計　予　算
＜収　　入＞ （単位：円）

項　　　目 19年度予算 20年度予算 摘　　　　　　　　　　　　　要
前　年　度　繰　越　金 367,447 204,839
会　　　　　　　　　費 6,134,100 6,176,450 202校分担金（350円×17,647人児童生徒数）
日本自転車振興会補助金 859,000 859,000 日本自転車振興会補助金（大会特集号 1,146,000円の内の補助分）
国 庫 補 助 事 業 費 1,240,000 1,180,000 別紙内訳
社会福祉医療機構助成費 0 0 実施なし
寄　　　　付　　　　金 0 0
雑　　　　収　　　　入 400,000 400,000 保険手数料、オムツ手数料、利子等
合　　　　　　　計　 9,000,547 8,820,239

＜支　　出＞

項　　　目 19年度予算 20年度予算 摘　　　　　　　　　　　　　要
会　　　　議　　　　費 400,000 400,000 大会 20万、役員会 5万×2、その他会議
研　　　　修　　　　費 850,000 850,000 大会 50万、事務局大会参加費、関係団体研修等
会　　　　報　　　　費 2,000,000 1,800,000 83号、84号、85号（大会報告集の補助分含む）会報費
関 係 団 体 分 担 金 139,000 139,000 推進連盟 91,000円　美術展 40,000円　日肢研 8,000円
渉　　　　外　　　　費 70,000 70,000 他団体祝い金、周年行事出席、香典・他
地　 区　 助　 成 費 420,000 420,000 70,000円×6ブロック
交　　　　通　　　　費 350,000 350,000 会長活動費、事務局員大会参加費、一般交通費、他
通　　　　信　　　　費 650,000 700,000 電話、郵券、会報発送費、保険振込料、その他振込み料等
事　務　局　運　営　費 2,550,000 2,550,000 事務所使用料、事務局員給料、＜かたつむり＞派遣支払い
国 庫 補 助 事 業 費 1,240,000 1,180,000 別紙内訳
社会福祉医療機構助成費 0 0 実施なし
事　 務　 用　 品　 費 180,000 180,000 封筒、消耗品、一般文書印刷、他
備　　　　品　　　　費 50,000 100,000 パソコン関連（修理・メンテナンス費含む）備品、他
雑　　　　　　　　　費 30,000 40,000 貸し金庫使用料・他
予　　　　備　　　　費 71,547 41,289
特　　 別　　 会　　 計 0 0 なし
合　　　　　　計 9,000,547 8,820,289

国庫補助事業費内訳

国
庫
補
助
事
業

＊国庫補助事業費予算に記載違いがありました。

項　　　　目

保 護 者 研 修 会

ボランティア研修会

親子ふれあいキャンプ
療 育 事 業

合　　　　計

19年度予算
30,000
30,000
30,000
50,000
50,000
350,000
350,000
350,000

1,240,000

20年度予算
30,000
30,000
30,000
50,000
50,000

330,000
330,000
330,000

1,180,000

適　　　　　　　　　用
本部
近畿ブロック
東京
関東・甲越ブロック
中部ブロック
北海道・東北ブロック
関東・甲越ブロック
九州ブロック
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平成 21年度　会　計　予　算（素案）

21年度予算の算出資料

＜収　　入＞ （単位：円）

項　　　目 20年度予算 21年度予算 摘　　　　　　　　　　　　　要

前　年　度　繰　越　金 204,839 300,000

会　　　　　　　　　費 6,176,450 6,800,000 202校分担金（400円×17,000人児童生徒数）

日本自転車振興会補助金 859,000 859,000 日本自転車振興会補助金（大会特集号 1,146,000円の内の補助分）

国 庫 補 助 事 業 費 1,180,000 1,180,000 別紙内訳

社会福祉医療機構助成費 0 0 実施なし

寄　　　　付　　　　金 0 0

雑　　　　収　　　　入 400,000 400,000 保険手数料、オムツ手数料、利子等

合　　　　　　　計　 8,820,289 9,539,000

＊児童生徒数は見込みです。

＜支　　出＞

項　　　目 20年度予算 21年度予算 摘　　　　　　　　　　　　　要

会　　　　議　　　　費 400,000 500,000 大会 30万、役員会 5万×2、その他会議費

研　　　　修　　　　費 850,000 950,000 大会 60万、事務局大会参加費、関係団体研修等

会　　　　報　　　　費 1,800,000 2,100,000 86号、87号、88号（大会報告集の補助分含む）会報費

関 係 団 体 分 担 金 139,000 139,000 推進連盟 91,000円　美術展 40,000円　日肢研 8,000円

渉　　　　外　　　　費 70,000 100,000 他団体祝い金、周年行事出席、香典・他

地　 区　 助　 成 費 420,000 480,000 80,000円×6ブロック

交　　　　通　　　　費 350,000 400,000 会長活動費、事務局員大会参加費、一般交通費、他

通　　　　信　　　　費 700,000 700,000 電話、郵券、会報発送費、保険振込料、その他振込み料等

事　務　局　運　営　費 2,550,000 2,550,000 事務所使用料、事務局員給料、＜かたつむり＞派遣支払い

国 庫 補 助 事 業 費 1,180,000 1,180,000 別紙内訳

社会福祉医療機構助成費 0 0 実施なし

事　 務　 用　 品　 費 180,000 200,000 封筒、消耗品、一般文書印刷、他

備　　　　品　　　　費 100,000 200,000 パソコン関連（修理・メンテナンス費含む）備品、他

雑　　　　　　　　　費 40,000 40,000 貸し金庫使用料・他

予　　　　備　　　　費 41,289 0

特　　 別　　 会　　 計 0 0 なし

合　　　　　　計 8,820,289 9,539,000
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平成 20年度　全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会役員名簿

役職名 氏　　　名 所　　　　　　　　　　属 ブロック 備　　　考

会　　長 濱　川　浩　子 東京都立墨東特別支援学校ＰＴＡ会長 関東・甲越
副 会 長 池　田　敬　史 東京都立あきる野学園校長 関東・甲越 全肢長会長
〃 東　　ま す み 東京都立八王子東特別支援学校ＰＴＡ会長 関東・甲越 都肢Ｐ連会長
〃 平　間　清　志 宮城県立船岡養護学校ＰＴＡ会長 北海道・東北 ブロック長
〃 北　島　日　和 東京都立江戸川特別支援学校ＰＴＡ会長 関東・甲越 ブロック長
〃 牧　島　千　広 長野県稲荷山養護学校ＰＴＡ会長 中　　　　部 ブロック長
〃 池　上　純　子 神戸市立垂水養護学校ＰＴＡ会長 近　　　　畿 ブロック長
〃 重　村　敏　惠 山口県立防府総合支援学校ＰＴＡ会長 中国・四国 ブロック長
〃 大　城　尚　美 沖縄県立鏡が丘養護学校ＰＴＡ会長 九　　　　州 ブロック長

理　　事 濱　川　浩　子 東京都立墨東特別支援学校ＰＴＡ会長 関東・甲越
〃 池　田　敬　史 東京都立あきる野学園校長 関東・甲越
〃 東　　ま す み 東京都立八王子東特別支援学校ＰＴＡ会長 関東・甲越
〃 平　間　清　志 宮城県立船岡養護学校ＰＴＡ会長 北海道・東北
〃 黒　 田　　 章 宮城県立船岡養護学校長 北海道・東北
〃 北　島　日　和 東京都立江戸川特別支援学校ＰＴＡ会長 関東・甲越
〃 國　枝　孝　行 東京都立江戸川特別支援学校長 関東・甲越
〃 牧　島　千　広 長野県稲荷山養護学校ＰＴＡ会長 中　　　　部
〃 韮　澤　久　人 長野県稲荷山養護学校長 中　　　　部
〃 池　上　純　子 神戸市立垂水養護学校ＰＴＡ会長 近　　　　畿
〃 伴　野　敬　一 滋賀県立三雲養護学校長 近　　　　畿
〃 重　村　敏　惠 山口県立防府総合支援学校ＰＴＡ会長 中国・四国
〃 冨　樫　敏　彦 徳島県立板野養護学校長 中国・四国
〃 池　田　里　志 岡山県立岡山養護学校ＰＴＡ会長 中国・四国 大会実行委員長
〃 花　 岡　　 顴 岡山県立岡山養護学校長 中国・四国 大会主管校校長
〃 大　城　尚　美 沖縄県立鏡が丘養護学校ＰＴＡ会長 九　　　　州
〃 玉　 城　　 惇 沖縄県立鏡が丘養護学校長 九　　　　州
〃 東　　 美　 幸 宮崎県立清武せいりゅう支援学校ＰＴＡ会長 九　　　　州 次期大会実行委員長
〃 闍 橋　和　平 宮崎県立清武せいりゅう支援学校長 九　　　　州 次期大会主管校長

評 議 員 松　坂　貴　子 札幌市立北翔養護学校ＰＴＡ会長 北海道・東北
〃 伊　藤　俊　視 札幌市立北翔養護学校長 北海道・東北
〃 新　保　由　美 新潟県立上越養護学校ＰＴＡ会長 関東・甲越
〃 大　谷　幸　雄 群馬県二葉高等養護学校長 関東・甲越
〃 小　出　朋　子 愛知県立名古屋養護学校ＰＴＡ会長 中　　　　部
〃 成　冨　久　香 愛知県立小牧養護学校長 中　　　　部
〃 黒　川　愛　子 京都市立呉竹総合支援学校ＰＴＡ会長 近　　　　畿
〃 野　坂　静　枝 神戸市立垂水養護学校長 近　　　　畿
〃 池　田　里　志 岡山県立岡山養護学校ＰＴＡ会長 中国・四国
〃 花　 岡　　 顴 岡山県立岡山養護学校長 中国・四国
〃 中 尾 ま ゆ み 佐賀県立金立養護学校ＰＴＡ会長 九　　　　州
〃 社　頭　文　吾 佐賀県立金立養護学校長 九　　　　州

監　　事 赤　塚　京　子 東京都立小平特別支援学校ＰＴＡ会長 関東・甲越 都肢Ｐ連副会長
〃 依　 田　　 明 東京都立多摩桜の丘学園校長 関東・甲越

事務局長 佐　竹　京　子 全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会事務局内
事務局員 工　藤　明　子 全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会事務局内



垰　　 野　　　 兪 昭和 50年度～昭和 53年度 平成 20年 4月 27日ご逝去
会　長（東京都立光明養護学校）

石　 川　 昌　 次 昭和 59年度～昭和 60年度 平成 19年 9月 22日ご逝去
全国肢体不自由養護学校長会長（東京都立光明養護学校長）

早　 瀬　 俊　 夫 昭和 47年度 平成 19年 6月 23日ご逝去
全国肢体不自由養護学校長会長（大阪府立堺養護学校長）

平成 20年度　全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会顧問名簿
氏　　　　名 備　　　　　　考

西　　 端　　　 工 昭和 56年度～昭和 57年度
会　長（東京都立城南養護学校）

前　　 田　　　 清 昭和 58年度～昭和 59年度
会　長（東京都立光明養護学校）

高　 本　 和　 昌 昭和 63年度～平成 2年度
会　長（東京都立城南養護学校）

永　 島　 弘　 子 平成 3年度
会　長（東京都立北養護学校）

谷　　 口 篤 平成 8年度～平成 12年度
会　長（東京都立北養護学校）

佐　 竹　 京　 子 平成 13年度
会　長（国立筑波大学附属桐が丘養護学校）

村　 上　 節　 子 平成 14年度～平成 15年度
会　長（東京都立城北養護学校）

木　 村　 知　 鶴 平成 16年度～平成 17年度
会　長（東京都立小平養護学校）

江　　 本　　　 緑 平成 18年度～平成 19年度
会　長（東京都立光明特別支援学校）

中　 島　 秀　 夫 昭和 54年度～昭和 58年度
全国肢体不自由養護学校長会長（東京都立小平養護学校長）

三　　 浦　　　 和 昭和 61年度～平成元年度
全国肢体不自由養護学校長会長（東京都立光明養護学校長）

青　 柳　 勝　 久 平成 4年度～平成 5年度
全国肢体不自由養護学校長会長（東京都立北養護学校長）

鈴　　 木 峻 平成 6年度～平成 8年度
全国肢体不自由養護学校長会長（東京都立光明養護学校長）

林　　　 友　　 三 平成 9年度～平成 11年度
全国肢体不自由養護学校長会長（東京都立光明養護学校長）

今　　 里　　　 勉 平成 12年度
全国肢体不自由養護学校長会長（東京都立光明養護学校長）

飯　 野　 順　 子 平成 13年度
全国肢体不自由養護学校長会長（東京都立村山養護学校長）

能　 瀬　 廉　 英 平成 14年度
全国肢体不自由養護学校長会長（東京都立光明養護学校長）

伊　 東　 光　 雄 平成 15年度～平成 16年度
全国肢体不自由養護学校長会長（東京都立光明養護学校長）

福　 地　 周　 一
福岡市立今津養護学校元ＰＴＡ会長
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第一章　　名　　　称

第 1条 この会は全国肢体不自由特別支援学校
ＰＴＡ連合会といい、事務所を当分の
間次の定める場所におく。
東京都新宿区西早稲田 2丁目 2番地 8号
社会福祉法人全国心身障害児福祉財団

第二章　　目的及び活動

第 2条 この会は特別支援学校（肢体不自由）
ＰＴＡ相互の協調をはかるとともに、
全国における特別支援教育・肢体不自
由教育の向上発展を促進することを目
的とする。

第 3条 この会は前条の目的をとげるために次
の活動をする。
1．各単位ＰＴＡの連絡、協調につと
め、会員相互の親睦を図る。

2．肢体不自由者の福祉増進につとめる。
3．肢体不自由教育の発展向上を促進
する。

4．肢体不自由教育費を拡充すること
につとめ、またこの教育に関する
諸法規の整備に協力する。

5．その他この会の目的を達するため
に必要な活動をする。

第三章　　方　　　針

第 4条 この会は教育を本旨とする民間団体で
あって、次の方針に従って活動する。
1．この会の目的を達するために、他
の団体及び機関と協力する。

2．特定の政党や派にかたよることな
く、またもっぱら営利を目的とす
るような行為は行わない。

第四章　　構　　　成

第 5条 この会の会員は全国の特別支援学校
（肢体不自由）の単位ＰＴＡとする。
＊単位ＰＴＡとはＰＴＡを構成する
会員の各学校組織である。

第 6条 この会を構成する単位ＰＴＡは分担金
を納めるものとする。

第 7条 この会を構成する単位ＰＴＡは平等の
義務と権利を有する。

第五章　　役　　　員

第 8条 この会に次の役員を置く。

1．会　長　　 1名
1．副会長　　若干名
1．理　事　　19名以内
1．監　事　　 2名
1．評議員　　12名

第 9条 会長および副会長は理事会において互
選し総会の承認を受ける。

第10条 理事は各ブロックの会員の推薦により
各 2名宛選出する。
但し、ブロックに関係なく在京の会員
より 1名、大会開催関係都道府県より
4名以内を選出する。

第11条 評議員は、各ブロックの会員の推薦に
より 2名宛選出する。

第12条 監事は理事、評議員以外の会員中より
総会において選出する。

第13条 役員の任期は 1年とする。但し、重任
を妨げない。

第14条 役員の任務は次の通りとする。
1．会長は本会を代表し、会務を総覧
する。

2．副会長は会長を補佐し、会長事故
あるときは、その職務を代行する。

3．理事は会長・副会長を補佐し、会
務を処理する。

4．評議員はこの会の重要事項を審議
する。

5．監事はこの会の経理を監査する。
第15条 この会に事務局を設ける。事務局は、

事務局長・庶務・会計各 1名をもって
構成し、人事は理事会にはかり、会長
が委嘱する。

第16条 理事会の推薦により顧問をおくことが
できる。

第六章　　会　　　議

第17条 総会はこの会の最高決議機関であり、
事業報告・決算の承認、事業計画・予
算の審議及び承認、役員の承認ならび
に規約の改正、その他重要事項を審議
する。

第18条 総会は、定期総会及び臨時総会とする。
1．定期総会は毎年 1回開催する。
2．会長が必要と認めたとき、または
会員の 1／3以上の要求があったと
き臨時総会を開く。

第19条 総会は会員の過半数の出席を以て成立
し、決議は出席者の 2／3以上の同意

を必要とする。
第20条 理事会は必要に応じて開き、会長はこ

れを招集する。
第21条 理事会は、次のような会務を処理する。

1．本会の重要事業を企画審議する。
2．総会に提出する報告書の議案を作
成する。

3．その他事業の推進に関すること。
第22条 評議員会は必要に応じ随時開き、会長

はこれを招集する。
第23条 評議員会は次のような事項を審議する。

1．総会及び理事会から委嘱された事
項の審議。

2．その他必要な事項。

第七章　　経　　　理

第24条 この会の経費は分担金、寄付金及びそ
の他の収入によって支弁する。

第25条 単位ＰＴＡの分担金は、別に定める規
定により毎年 5月に納入する。

第26条 この会の会計年度は、毎年 4月 1日に
始まり、翌年の 3月 31日に終わる。

第八章　　付　　　則

第27条 この規約は総会の議決を経なければ変
更することはできない。

第28条 この会の運営に関しては、別に細則を
定める。

第29条 本規約は昭和 40年 5月 25日より実施
する。

第30条 本規約は昭和 50年 8月 21日より一部
改正する。
本規約は昭和 60年 8月 23日より一部
改正する。
本規約は昭和 61年 8月 27日より一部
改正する。
本規約は平成元年 8月 24日より一部
改正する。
本規約は平成 4年 8月 21日より一部
改正する。
本規約は平成 6年 8月 23日より一部
改正する。
本規約は平成 18年 8月 21日より一部
改正する。
本規約は平成 20年 8月 20日より一部
改正する。

全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会規約

全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会細則

第１条 規約第 25条に定める単位ＰＴＡの分
担金は、当分の間児童生徒一人あたり、
年額 400円の割とする。
但し、特別の事情のある場合は免除又
は減額することができる。

第２条 当分の間、ブロックは次の通りとする。
「北海道・東北」「関東・甲越」「中部」
「近畿」「中国・四国」「九州」

第３条 各ブロックより選出される理事及び評
議員は、それぞれ父母側 1名、教師側
1名とする。

第４条 本会と緊密な関わりのある関係諸団体
など、または、個人に対する慶弔また
は寸志などは、その都度、会長が副会
長および事務局長にはかり決定する。

第５条 規約第 16条における顧問は、原則と
して次の基準によって推挙するものと

する。
盧 本会の会長歴任者
盪 全国特別支援学校肢体不自由教育
校長会長歴任者

蘯 その他、役員会が推薦するもの
第６条 本会は総会において次の表彰を行う。

盧 本会の会長が退任したとき（感謝
状）

盪 本会ならびに全国特別支援学校肢
体不自由教育校長会合同研究大会
（全国大会）開催主管校のＰＴＡ
会長（感謝状）

蘯 全国特別支援学校肢体不自由教育
校長会長の歴任者が、本会の副会
長を退任したとき（感謝状）

盻 その他、役員会が推薦するもの
第７条 本細則は昭和 40年 5月 25日より実施

する。
第８条 本細則は昭和 53年 8月 8日より一部改

正する。
本細則は昭和 55 年 8 月 21 日より一部
改正する。
本細則は昭和 56 年 8 月 27 日より一部
改正する。
本細則は昭和 61 年 8 月 27 日より一部
改正する。
本細則は平成 2年 8月 23日より一部改
正する。
本細則は平成 8年 8月 22日より一部改
正する。
本細則は平成 20 年 8 月 20 日より一部
改正する。
但し、会費の執行は平成 21年 4月と
する。



大会宣言文を国の関係機関へ提出大会宣言文を国の関係機関へ提出大会宣言文を国の関係機関へ提出

岡山大会が終了し、9月 10日（水）文部科学省初等中等教育
局特別支援教育課へ伺いました。下山直人調査官の御配慮によ
り、永山課長へ濱川浩子新会長から大会終了の御礼と下山調査
官のご出席の御礼を申し上げ、「岡山大会宣言文」をお渡し致
しました。昨年から決議文ではなく宣言文といたしましたこと、
皆様の総意をもって本年の総会では名称の変更がなされた事な
どご説明いたしました。
また、厚生労働省社会援護局へお伺いし、茅根孝雄専門官よ

り御紹介を頂きまして、障害福祉課の藤井康弘新課長へ直接、
大会宣言文をお渡し致しました。同課の長井浩康課長補佐もご
同席くださり、大会終了の御礼を申し上げ懇談のお時間もござ
いました。
同省、雇用対策課では初めてご出席を賜りました、吉澤純専

門官と吉永和生課長に御礼を申し上げ、ご挨拶をさせて頂きま
した。大会の感想なども和やかにお話くださり、濱川新会長よ
り、大会宣言文をお渡し致しました。
なお、10月 10日（金）、全国特別支援教育推進連盟の理事会

の席上、岡山大会に御臨席賜りました、三浦和理事長へ濱川浩
子新会長と江本緑前会長より、ご出席の御礼を申し上げました。
同日の総会におきましては濱川浩子新会長へ会長職の引継ぎを
したこと、会の名称が「全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連
合会」と改めましたことなどをご報告し、関係各団体への挨拶
とさせて頂きました。 ≪文責　佐竹京子≫

永山課長へ宣言文を渡す濱川会長

大 会 宣 言 文

全国肢体不自由養護学校ＰＴＡ連合会は昨年、結成 50周年
を迎えました。記念の 50周年大会を古都京都において開催し、
高円宮妃殿下のご臨席を賜り、静ひつ且つ盛大な記念式典を行
うことができました。
この年の 4月には 60年ぶりの改訂となる新学校教育法が施

行され、特別支援教育が名実ともに歴史の一歩を踏み出した節
目の大会となりました。全肢Ｐ連もまた、特別支援教育の時代
に向け、障害や困難のある幼児・児童・生徒の自立と社会参加

に向けた主体的な取組を支援するという視点に立ち、一人一人
の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高めるため、全ての
学校種が一体となって、強い連携のもとに適切な指導および支
援を行うことを認識し、51年目への決意を新たにしました。
特別支援教育の理念を踏まえ、各都道府県においては、盲・
聾・肢体不自由・知的障害そして病弱の障害種別に捉われない
併置校あるいは総合特別支援学校としての構想が着々と進み、
本年も多くの併置校が誕生しています。
また、特別支援学校としての専門性を基盤とし、地域の幼稚

園や小・中・高等学校の障害や困難のある幼児・児童・生徒へ
の支援を担うセンター校としての役割も着実に進捗しつつあり
ます。
さらには保護者も支援者の一人として、福祉・労働・医療等、

関係機関と一層強固なネットワークを構築し、協働して障害の
ある人もない人も互いに支え合う共生・共同の社会を目指し、
これまで以上の理解啓発・充実を進めるＰＴＡ活動も次々と報
告されています。
本年、全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会ならびに全

国特別支援学校肢体不自由教育校長会は 8月 19日・20日・21
日の 3日間、岡山県において、ＰＴＡ・校長会合同研究大会
『岡山大会』を開催し、総会において会の名称を「全国肢体不
自由特別支援学校ＰＴＡ連合会」と改めるとともに「子どもた
ち一人一人のニーズに応じた特別支援教育・肢体不自由教育の
取り組みおよび共生社会づくりの為、ＰＴＡ活動はどうあるべ
きか」を主題に研究協議を重ねて参りました。
本研究大会において、共通理解に至った以下の重点事項を挙

げ、関係するすべての機関が協力し、子どもたちの幸福な未来
を実現していくことを、ここに宣言いたします。

○ 乳幼児期から生涯に渡り、教育・福祉・医療・労働等
の各関係機関が協力し、幼児・児童・生徒一人一人のニ
ーズに応じた「個別の支援計画」を策定し、計画の実施、
評価を通して、障害の多様化・重度重複化に対応する特
別支援教育の充実を図っていきます。

○ 肢体不自由教育校が地域において、「特別支援学校」
として、幼稚園や小・中・高等学校への相談支援や巡回
指導などが実施できるセンター的機能の充実を図ってい
きます。

○ 特別支援教育制度への財源の確保、教員の定数配置、
特別支援教育コーディネーターの配置を早期に実現して
いきます。

○ 特別支援学校として教育を一層充実するため、障害に
応じた知識・技能・経験や自立活動の専門性を備えた教
職員を確保するとともに、ＯＴ・ＰＴ・ＳＴ等の外部専
門職の導入や配置を進めていきます。
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○ 障害のある子ども達と障害のない子ども達が居住地域
での小中学校などとの交流および共同学習等を通して共
に理解し合い育ち合う基盤づくりを進めていきます。

○ 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所における肢
体不自由教育の専門的な研修等の積極的な推進と特別支
援教育コーディネーターの資質の確保、教員の専門性・
資質の向上を図っていきます。

○ 特別支援学校における医療的ケア実施体制整備事業を
踏まえた体制整備（厚生労働省:平成 16 年 10 月通知）
を具現化するための看護師の配置を進めていきます。

○ 医療的ケアを必要とする児童生徒の安全・衛生面の管
理、及び特別支援学校における医療的ケア実施体制整備
事業を踏まえた体制整備をともに協力して進めていきま
す。

○ 情報機器の整備とＡＡＣとその関連機器の開発および
肢体不自由児・者のためのコミュニケーション支援・就
労支援など機器を活用したＩＴ指導の充実を図っていき
ます。

○ 卒業後の自立や社会参加に向けて「個別の移行（就労）
支援計画」を作成し、教育・労働関係機関等が連携し、
就業支援を促進していきます。

○ 障害のある児童生徒が等しく教育を受ける権利を確立
するために、義務教育国庫負担制度及び就学奨励費制度
とその財源の確保を進めていきます。

○ 障害のある者が社会参加や自立生活ができるよう、
「障害者自立支援法」に基づく福祉制度の充実と利用者
本位の福祉サービス等の環境の整備を進めていきます。

○ 社会参加や自立生活がしやすいように「障害者自立支
援法」を見直し、地域生活を支える障害福祉サービスを
利用する障害児・者ならびに家族の経済的負担の軽減を
進めていきます。

○ 重症心身障害児・者の通所・通園事業を促進し、医療
的ケアの必要な障害児・者も地域で生活ができるよう、
サービス事業の整備を進めていきます。

○ 公共の施設において、障害のある者もない者も施設を
利用しやすいようにバリアフリー化に向けた具体的な施
策を促進していきます。

平成 20年 8月 21日
全国肢体不自由特別支援学校ＰＴＡ連合会
全国特別支援学校肢体不自由教育校長会

TOTOバスリフト

希望小売価格：¥298,000（税込み¥312,000）

●商品情報、お近くのショールーム情報などは
TOTO ホームページをご覧ください

http://www.toto.co.jp/
●商品のお問い合わせ・ご相談はお客様相談室へ

フリーダイヤル 0120-03-1010
受付時間：平日 9 : 00 ～ 18 : 00

土日祝日 10 : 00 ～ 18 ; 00
※夏期休暇・年末年始を除く

＜商品の特徴＞
①浴槽での立ち座りや出入りをサポート
します。電動シート部分が昇降するた
め、入浴介助の負担も軽減します
②本体は浴槽リムに乗せて内側に突っ張
るだけなので簡単に取り付けられます
③シートは着脱できますので、ご家族の
入浴にも差し支えありません
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明るく・仲よく・誇らしく

新しく加入させていただきましたうれしの特別支援学校で
す。どうぞよろしくお願いいたします。
うれしの特別支援学校は、九州は佐賀県の西南部、温泉とお

茶どころの嬉野市の一部である塩田町に平成 19年 4月に開校
し二年目を迎えた知・肢併置の学校です。
小学部、中学部、高等部の三つの学部を持ち、初年度は 58

名（知 45名、肢 13名）、今年度 89名（知 74名、肢 15名）に
増加しています。44名が利用できる寄宿舎の設置もあり、平
成 20年度 38名が利用しています。
校舎はオールバリヤフリーの木造平屋建て瓦葺きで、地元塩

田町に伝わる伝統的な商家のイメージを取り入れた温かみのあ
る落ち着いた雰囲気を持ち、各所に自動ドアや障害者用のトイ
レ等の各種施設、開放型の窓を支える強化ガラス、環境に優し
いグラウンドの芝などを備えています。
平成 19年 7月には、佐賀県で開催された 2007青春佐賀総体

の総合開会式に御臨席された皇太子殿下が本校にも行啓され、
親しく児童生徒や保護者の方々にお声をかけていただき、開校
の年に花を添えていただきました。
さて、うれしの特別支援学校は知・肢併置の学校であるため、

ＰＴＡの活動も複雑にはなりますが、ＰＴＡとしては一本で、
知や肢の区別なく、和気あいあいと協力して学校を支えていた
だいています。ＰＴＡとしても駆け出しですが、平成 20年度
の夏は、地域の高等学校の生徒さんの協力を得て、知・肢合同
でのボランティア養成講座を立ち上げたり、地域の障害者団体
の文化的発信であるハートフル日だまりコンサートに出演する
予定であるなど、学校の教育活動を積極的に支えるとともに活
動の輪を広げようとがんばっておられます。
学校も、このＰＴＡのみなさんのがんばりに負けないよう、

明るく、仲よく、誇らしい児童生徒の育成を旗印に、がっちり
とスクラムを組んでがんばりたいと思います。これからいろい
ろとお世話になります。どうぞよろしくお願いいたします。

（校長　山　 口　　 俊）

心と心のキャッチボールが上手な芦養

本校は、昭和 52年 2月 1日に、重度重複障害の肢体不自由
養護学校として、芦北学園発達医療センターの 1棟を借用して
開校しました。昭和 62年に創立 10周年、平成 8年に創立 20
周年を迎え、超重症の子どもたちにベッドサイドでの訪問教育
が導入されました。平成 16年、学齢超過者の教育が開始され、
平成 18年には創立 30周年の記念式典を盛大に催し、今年で
32年目を迎えます。その間、文部省指定の心身障害児理解推
進校（S 60・61）や交流活動地域推進協力校（H 8・9）、特殊
教育協力校（H 17・18）など、重複障害教育の充実に向け長年、
研究を積み重ねてきました。
さて、本校の教育理念は、「いのちの輝きと共生の教育」で

す。校訓の“元気で明るい子ども”“ねばり強くがんばる子ど
も”“仲良く共に遊べる子ども”は本校の目指す児童生徒像で
す。日々、子ども一人一人が持っている力や特性を見極め、き
め細やかな指導を行い、充実した学校生活を送れるよう取り組
んでいます。
ところで、最近は心と心のキャッチボールがうまく出来ずに、

いろんな事件が多発しています。相手の心をよく読んで、相手
が今どう思っているのか、どんなことを希望しているのか、相
手の目をよく見て理解することが大切です。そのためには、日
頃から心のキャッチボールの特訓が必要です。幸いに、本校の
教職員は、このキャッチボールがとても上手です。それを子ど
もたちもすぐにキャッチするので、実にさわやかで、明るく元
気に育っています。
また、交流教育は、昭和 54年に芦北町立計石小学校と実施

以来、今年で 30年目になります。その後、佐敷中・佐敷小・
芦北高・水俣工・平国小・吉尾小・佐敷幼等各学校にお世話に
なり充実した交流教育が続いています。ＰＴＡ活動も、村添政
幸会長を中心に、ＰＴＡ研修（9月）、にこにこふれあい発表
会（11月）、お楽しみ会（12月）等、保護者と一体となった学
校行事を目指しています。最後に、本校は、芦北学園発達医療
センターと連携し、保護者や地域の方々から信頼される芦養を
目指し、なお一層のチームワークを強化していきたいと思って
います。 （校長　松　本　幸　夫）

@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@新設校・新加入校紹介

佐賀県立うれしの特別支援学校

昨年度は、佐賀県に特別支援学校が新たに設置され、また熊本県と岡山県か

ら２校新たに加入されました。どうぞよろしくお願い致します。

熊本県立芦北養護学校

$
$
$
$
$

$
$
$
$
$
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岡山県立西備養護学校

本校のご紹介

本校は、岡山県の南西部に位置する肢体不自由と知的障害部
門を併置した特別支援学校で現在 104名の児童生徒数が在籍し
ています。また、広い敷地を有する自然豊かな丘陵地に立地し
ており、ゆったりとした雰囲気の学校です。そして、現在、作
業学習の見直し、知的に高い児童生徒への対応、専門性に基づ
いた児童生徒への支援等、時代の流れを着実につかんでいこう
と教職員一同がんばっているところです。
また、知肢併置校ですので、双方の教育の利点を活かしなが
ら教育を進めていける特徴を持っています。例えば、近年の自
閉症児教育における、「環境側の調整に力点を置いた支援」、
「専門性に裏付けられた共感的支援」、「具体性を持った対応」
などは、重度の肢体不自由教育での考え方でもあると思います。
この様な視点を、双方が出し合い、確認し合えば自分たちの教

育をもう一度新鮮な目で見て深めていくことができるのではな
いでしょうか。
ところで、岡山県の南西部に位置する本校は、この地域の特
別支援教育のセンター校としての役割も担っています。地域支
援は、逆に、自分たちの力を高めていくことのできる機会でも
あると考えています。そのため、活発に支援活動、連携活動を
行っています。
最後に、ＰＴＡ会長をはじめとする保護者の方々の「子ども
たちのために学校を良くしていこう」、「子どもたちを中心に置
けば、どんなことでも手を携えることができる」というお言葉
はありがたく、多くの応援をいただいて、日々の教育活動に取
り組んでいます。また、地域の方々も様々な行事に何かと協力
をしてくださり、何気ない時にふと温かい視線を背に感じるこ
とがあります。本校の教育目標は、「明るく、元気に、たくま
しく」ですが、学校の特色は、「明るく、元気に、たくましく、
そして、あたたかく」ではないかと思っています。

（校長　小 坂 田 知 生）
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垰野兪様（享年 83歳）が、去る平成 20年 4月 27日ご
逝去されました。生前は全肢Ｐ連顧問（昭和 50年度～昭
和 53年度の会長）であり、平成 17年度の岐阜大会では
鼎談にご参加くださり、大変お元気なようすでしたが、
突然の悲報でございました。また、現役の弁護士さんと
してもご活躍されておりました。心より感謝とご冥福を
お祈りいたします。

【訃　報】

今年は報道で言われているように温暖化なのでしょうか、異
常気象が目立った年になりました。ゲリラ豪雨などが各地で起
こり、被害が相次ぎました。社会的にも弱い立場の子ども達に
被害などがないように願っております。
今回は総会でご承認頂きましたので、部数が減少しておりま
す。不足の場合はHPよりダウンロード印刷が可能です。

≪事務局長　佐竹京子≫

＝編＝集＝後＝記＝

平成 20年 9月 10日、旧文部科学大臣の展示室を見学してきました。




